
大会開幕を目前に控え、参加各国クルーも最終調整を行っております。そのような雰囲気を支える

ように、会場整備もしっかり行われており、開幕に向けて盛り上がってきております。そのような雰囲

気の中、日本代表チームも集中して準備を進めております。

8月23日（日）のチームマネージャーミーティング＆Drawで予選（Heat）の組合せも決まりました。日
本代表チームからは、W2-が8月24日（月）16:39 Heat1に、M1xが8月26日（水）13:47 Heat2に登場
します。

チームマネージャーミーティングはボスバーンの脇にあるオランダチームの拠

点で行われました。World Rowing Officeも同じ建物内にあります。大会成功
に向けたオランダチームのオープンな対応が素敵ですね。

写真はローランド会長のご挨拶の様子です。

W2-はHeat1になりました。 M1xはHeat2に入りました。



今回の世界選手権は、世界最高峰の大会を支えるにあたり、見事なグランドスタンドをはじめとし、

多くの仮設施設を設ける等の工夫が見られます。

また、大会会場で提供されるランチも、ＴｅａｍＮＬ（オランダ代表チーム）を支えるTopsport 
Amsterdamが提供する、質の高いバランスの取れたものとなっております。

出艇及び帰艇桟橋とその奥に見えるボートパー

ク、仮設施設。

エルゴ等が揃ったアップゾーン。仮設施設ですが、床

もしっかり養生されており使いやすくなっております。

①

②

①

②

上の写真が通常時の①ボスバーンフィニッシュタワーと②オランダチームの拠点。

下の写真で①フィニッシュタワーの左、②オランダチーム拠点の手前にとても立派な仮設のグラン

ドスタンドが設営されております。



～2026 World Rowing Championships 会場ランチ概要～

2026年世界選手権では、Bosbaan会場でアスリート向けのランチが提供されています。この食事の
特長は、TeamNLのトップアスリートを支えるTopsport Amsterdamが提供する「High Performance 
Meals」です。
簡単にまとめますと

* 提供主体： Topsport Amsterdam
* 背景： TeamNLのトップアスリート向け栄養・食事環境を国際チームにも展開
* コンセプト：バランス、十分な野菜、エネルギー補給、リカバリーを重視
* 開発：栄養専門家が関与し、TeamNLのアスリートが実際に利用
* 食事内容：パスタ、ライス、肉・鶏肉、野菜、クスクス等を組み合わせた構成
* 特徴： 「Balanced and full of flavor」「Plenty of vegetables」「Created by experts, approved by 
Olympians」を掲げる
* 多様性： Halal対応メニューなども展開

つまり、「オランダのTeamNLが実際に利用するトップアスリート向けの食事を、2026年世界選手権の
国際チームにも提供する」という取り組みとなっております。

日本チームの選手にとっても、競技中のエネルギー補給とリカバリーを考慮した会場ランチが用意さ

れているということが大きなポイントとなっております。

飲料水用の給

水スタンド

メニューは4種類から選べます。

W2-とPR3Mix4+
は艇庫内に保管

しております。



日本とオランダの時差は7時間になります。ご声援よろしくお願い申し上げます。

◎8月24日（月）
現地時間 16:39
W2- Heat1
米川志保（トヨタ自動車）、

髙野晃帆（関西電力）

１ ニュージーランド

２ フランス

３ オーストラリア

４ アメリカ

５ 日本

６ ブラジル

※予選2位以内、若しくは各
組予選2位以外の1～6以内
に入れば、8月26日（水）に
行われるSemifinalに進出し
ます。

◎8月26日（水）
現地時間 13:47
M1x Heat2
櫻間達也（NTT東日本）

１ プエルトリコ

２ ソマリア

３ 日本

４ ルーマニア

５ ノルウェー

６ ウズベキスタン

※予選2位以内、若しくは各
組予選2位以外の1～10位以
内に入れば、8月28日（金）に
行われるQFに進出します。

予選（Heat）組合せ


